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序

 本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが平成5年度に発掘調査を実施した古屋敷

 遺跡の調査成果をまとめたものです。

 古屋敷遺跡は、山形県の南西部に位置する小国町にあります。小国町は飯豊・朝日の二

 つの山地にかこまれ、荒川と横川の両側に開けた緑豊かな町です。

 調査では、縄文時代早期から前期の竪穴住居跡と、同じ時代の土器や石器などが発見さ

 れました。ダムの工事用道路に係わる調査のため発掘面積は多くありませんが、縄文時代

 の集落を理解するうえでよい資料を得ることができました。

 埋蔵文化財は祖先が長い歴史の中で創造し育んできた貴重な遺産といえます。私たちは

 国民的財産の文化財を大切に保護し、さらに郷土の歴史の中で培われた文化を後世に引き

 継がねばなりません。一方、平和で豊かなくらしは私たちが等しく切望しているところで

 す。近年、高速自動車道やバイパス、農業基盤整備事業など国県等の事業が増加していま

 すが、これに伴い事業区域内で発掘調査を必要とする遺跡が増加の傾向にあります。

 事業区内の遺跡の調査は、埋蔵文化財保護と開発事業実施のため、適切かつ迅速に行わ

 れることが今日求められています。こうした要請に適切に対処するとともに埋蔵文化財調

 査体制の充実を図ることが急務とされ、平成5年4月に財団法人山形県埋蔵文化財セン

 ターが設立されました。職員一同、県民と関係各位の要望に応え本県の埋蔵文化財保護の

 ため一層の努力をいたす所存です。今後とも当センター発足の目的が遂行されるようご支

 援ご協力を賜わりたくお願い申し上げます。

 本書が文化財保護活動の啓蒙普及、学術研究、教育活動な'どにおいて皆様のご理解の一

 助ともなれば幸いです。

 最後になりましたが、調査においてご協力をいただいた地元の方々をはじめ関係各位に

 心から感謝申し上げます。

 平成7年3月

財団法人  山形県埋蔵文化財センター

理事長木場清耕



例 一

目

 1本書は、建設省北陸地方建設局横川ダム建設事業に係る「古屋敷遺跡」の発掘調査報

 告書である。

 発掘調査は建設省北陸地方建設局横川ダム工事事務所の委託により、財団法人山形県

 埋蔵文化財センターが実施した。

 調査の要項は下記のとおりである。

遺跡名

所在地

調査主体

調査期間

現地調査

資料整理

 古屋敷遺跡(DOGFY)遺跡番号平成2年度登録

 山形県西置賜郡小国町大字綱木字箱ノロ字古屋敷

 財団法人山形県埋蔵文化財センター

 発掘調査平成5年4月1日～平成7年3月31日

 平成5年9月13日～平成5年10月15日19日間

 平成6年4月1日～平成7年3月31日

発掘調査担当者

 調査研究課長佐々木洋治

主任調査研究員佐藤庄一

嘱託職員飯塚稔

資料整理担当者

 調査研究課長佐々木洋治

主任調査研究員佐藤庄一

嘱託職員飯塚稔

嘱託職員黒坂広美

 4発掘調査及び本書を作成するにあたり、建設省北陸地方建設局横川ダム工事事務所、

 小国町、小国町教育委員会等関係機関の協力を得た。現地調査と報告書作成に当って、

 秦昭繁氏からご指導を賜った。ここに記して感謝申し上げる。

 5本書の作成・執筆は、佐藤庄一、飯塚稔、黒坂広美が担当した。編集は尾形與典、

 須賀井新人、水戸弘美、真壁建が担当し、全体について佐々木洋治が監修した。

 6遺物実測図のうち打製石器については、株式会社シン技術コンサルに実測業務を委託

 した。

 7資料のうち炭化材については、株式会社パレオ・ラボに放射性炭素年代測定分析業務

 を委託した。

 8出土遺物、調査記録類については、財団法人山形県埋蔵文化財センターが一括保管し

 ている。



凡 例

 1本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記のとおりである。

 SD…溝跡SK…土壙ST…住居跡

 SX…性格不明遺構EP…柱穴

 RP…一括土器RQ…石器

 2遺構番号は、現地調査段階での番号をそのまま報告書での番号として踏襲した。

 3報告書執筆の基準は下記のとおりである。

 (1)遺跡概要図・遺構配署図・遺構実測図中の方位は磁北を示1■.ている。

 (2)グリッドの南北軸は、N-7。38〆一Eを測る。

 (3)遺構実測図は1/40・1/200縮図で採録し、各挿図毎にスケールを付した。

 (4)遺構観察表中の()内の数値は、検出部分の計測値を示している。

 (5)遺構実測図中の▲印は縄文土器、●印は石器の出土場所を示している。

 (6)遺物実測図・拓影図は1/2・1/3・1/4で採録し、各々スケールを付した。

 (7)土器拓影図で、外面部分は左側、内面部分は右側に表示している。

 (8)本文中の遺物番号は、遺物実測図・遺物観察表・遺物図版とも共通のものとし

 た。

 (9)遺物観察表中の()内の数値は、図上復元による推定値、または残存値を示

 している。また、出土地点欄の層位で、Fは遺構覆土内出土、ローマ数字(1

 ～V)は遺跡を覆う土層(基準層序)を示している。

 (10)遺構覆土の色調の記載については、!987版農林水産省農林水産技術会議事務局

 監修の「新版標準土色帳」に拠った。
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 1調査の経緯

 1調査に至る経過

 古屋敷遺跡は、山形県教育委員会が平成2年度に実施した小国地区基礎調査関連の表面

 踏査によって、新しく発見された遺跡である。畑地を中心に多数の石器片が採集されたた

 め、遺跡の性格は縄文時代の散布地として登録されている。

 当該地域には昭和62年度から、建設省北陸地方建設局により、荒川総合開発の一環とし

 て、洪水調整や流水機能の維持、工業用水、水力発電等の多目的ダム(横川ダム)が計画

 されており、平成5年度以降にダム建設工事が予定されたため、同じく山形県教育委員会

 が平成3年12月に試掘調査を実施して遺跡の内容を確認している。

 調査は、横川ダム建設に先行して着手される県道付替え工事の計画路線で、遺跡にかか

 る区間を対象にした。この時は、雑木林を中心に7箇所から石器剥片が出土したが、土器

 が認められないため、時期の決定が出来ないでいる(文献!)。

 この調査内容をもとに、山形県教育委員会が関係機関と遺跡の保存について協議を行っ

 た結果、財団法人山形県埋蔵文化財センターが建設省北陸地方建設局横川ダム工事事務所

 から平成5年度に委託を受け、発掘調査を実施することになったものである。

 2調査の経過(第2図、図版1・2)

 古屋敷遺跡の範囲は、これまでの諸調査による成果から、東西約130m、南北約90mと推

 定されるが、今回の調査区域は県道付替え工事部分に限定している。道路は、遺跡の中央

 南寄りを東西に横切ることになる。

 調査前に松や雑木の伐採を横川ダム工事事務所に依頼し、実際の発掘調査は平成5年9

 月13日から開始した。

 調査は、まず重機を用いて表土を取り除き、次に土の状態を確認しながら、ジョレンで

 少しずつ全体の面を削り遺構の検出を行った。排土の関係があり、作業は東から順次西に

 向って行った。この段階で、縄文時代の竪穴住居跡や性格不明の落ち込み遺構や柱穴等が

 点々と検出されている。

 さらに土色や土質に着目しながら、住居跡等を移植箆で丁寧に掘り進め、縄文時代の人々

 が残した痕跡や遺物(土器や石器)を図面に記録している。またこれと並行して、その都

 度写真撮影や遺物の取り上げを行なっている。

 発掘調査の終了近くの10月12日に、調査の成果を地元の方々や関係者等に知っていただ

 くための調査説明会を遺跡現地で行い、多くの参加者をえた。また、10月13日には遺跡の

 写真撮影と遺構の平面実測図作成のための航空測量を実施している。現地の発掘調査は10

 月15日に終了し、同日に器材撤収を行った。

 その後平成6年3月までは、埋蔵文化財センターで、図面や写真等の記録整理と遺物の

 洗浄・注記等の基礎整理を行い、平成6年度から本格的な整理作業に入り、今回の報告書

 作成に至ったものである。

 1一





 II遺跡の立地と環境

 1自然環境(第1図)

 古屋敷遺跡は、山形県西置賜郡小国町大字綱木箱ノロ字古屋敷に所在する。小国町市街

 地の東方約7.5kmにあり、横川の支流である明沢川の左岸に立地する。

 山形県の南西部に位置し新潟県と接する小国町は、北を朝日山地、南を飯豊山地に囲ま

 れた低山地帯で、大部分が中山性の山地と丘陵からなっている。低地は、荒川水系沿いの

 小国盆地となっている。この地域は寒暖の差が大きく、全国有数の豪雪地帯である。

 荒川水系は、本県で唯一他県を流れる河川であり、新潟県関川村を通り日本海に注いで

 いる。県南部の飯豊山地から横川が北上し、朝日山地から南下する荒川と小国町の市街地

 西部で合流し、さらに北上する玉川、足水川を併せて流れる∩

 明沢川は、柴倉山と飯豊山地一帯から流れる沢が合流したもので、JR米坂線とほぼ平行

 して流下し、伊佐領付近で横川と合流する。

 古屋敷遺跡はこの合流地点のすぐ東側に位置し、明沢川の河岸段丘に沿って東西130m、

 南北90mの範囲に広がっている。標高は、約209mを測り、明沢川の河床面とは20mの段差

 を有している。

 表層の地質は礫、砂及び粘土からなる未固結の堆積物で、もう少し山側にいくと「箱ノ

 ロ塁層」と呼ばれる砂岩や珪岩からなる古生層にあたる。土壌は腐植質の黒ボク土となっ

 ている。遺跡の地目は、松林、雑木林、畑地、果樹園、宅地、道路など多様である。

 2歴史的環境(第1図)

 小国町には旧石器時代の遺跡が多く、洪積段丘の中位面には東山遺跡・平林遺跡、低位

 面には横道遺跡・鳥谷遺跡・岩井沢遺跡等が分布する。

 縄文時代の遺跡は、荒川上流の団子山から舟渡地域と横川下流の小国市街北東地域の二

 つにとくに濃密に分布する。地域としてはいずれも小国町の北部にあたり、現在までに井

 の下地区ほ場整備等に関連して、谷地遺跡・蟹沢遺跡・才頭遺跡・下野遺跡・団子山遺跡

 が発掘調査されている。時期的には縄文時代中期から同後期を主体とするものである。谷

 地遺跡では、中期中葉の大木7b式～8b式期に相当する住居跡や土墳および配石遺構が検出

 され、ほかに北陸の馬高式系の土器も出土している。下野遺跡では、中期後葉の大木9式

 ～10式期の複式炉をもつ住居跡や土壌が検出されている。

 小国町の東部にあたる古屋敷遺跡周辺にはこれまで遺跡はあまり発見されていないが、

 横川ダム関連の分布調査によって、箱ノロ地区や市野々地区、松岡地区名等に縄文時代の

 遺跡が2～4カ所ずつまとまりをもって分布することがわかった。

 石器だけで土器が出土していない遺跡があり、遺跡の時期は不明なものが多いが、千野

 遺跡と綱木沢向遺跡から縄文時代中期から後期、朝篠遺跡からは縄文時代後期から晩期の

 土器が出土している。とくに昭和45年、建設省の国道113号改修工事によって発掘調査が行

 われた朝篠遺跡からは、縄文時代晩期の住居跡が3棟検出されている。
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 lll検出された遺構

 1遺構の分布(第3図)

 昔の人々が、大地に刻み込んだ生活の跡や構築物を遺構という。住居跡や貯蔵穴等がこ

 れにあたり、今回の調査では、竪穴住居跡(ST)が確実なもので6棟、土墳(SK)や

 地面を堀り込んだ性格不明の穴(SX)が約30基発見されている。

 住居跡は、台地の縁辺に添った形で調査区の東南部に集中して発見されている。調査地

 区が幅約llmの道路敷に限られているため、部分検出の住居跡もあるが、形は隅丸長方形を

 基本し、大きさは4～5m位になる。当時の地面を10cmほど堀り込んで床面を作っており、

 柱穴の配置は明確ではなく、炉も認められない。ただし、調査区の中央寄りSX6落ち込み

 遺構からは,炭化物を伴う石敷きの炉跡が検出されている、

 住居跡の周辺には、直径1mほどの土壌や、直径3mほどの大きな穴が多く検出されてい

 る。調査区の西側は、土壌や性格不明の穴がいくつか検出されているが、東南部に比して

 遺構の密度が薄く、遺物の出土量も少ない。住居跡群は今回の調査区の南側に広がること

 が予想される。

 各遺構や上の土層からは、縄文時代早期から前期初頭の土器や石器が出土しており、そ

 れ以外の遺物がみられないことから比較的短期間に集落が営まれたものと思われる。

 2遺跡の層序(第4図、図版2)

 遺跡は、明沢川による河岸段丘上にあり、本段丘の基盤層はかなり厚い砂礫層及び粘土

 からなっている。第4図は調査地区の南側の土層を実測したもので、これをもとに遺跡の

 基本層序を述べる。

 第1層10YR3/3暗褐色微砂層

 (表土;木根を一部含み、遺物も石器剥片を主として出土する。)

 第Ia層10YR3/4暗褐色微砂層

 (細かい木根を多く混入している層。)

 第Ib層7.5YR4/4褐色微砂層

 (畑の耕作土;IV層をブロック状に含む。)

 第II層10YR4/6褐色砂質微砂層

 (遺物包含層;粒子が細く、遺物を含む。)

 第IIla層10YR2/2黒褐色微砂層

 (粒子が細く、遺物を含まない。)

 第IIIb層7.5YR3/3暗褐砂質色微砂層

 (遺構覆土;粒子が細く、遺物を含む。)

 第IV層10YR5/8黄褐色粘質微砂層

 (無遺物層;部分的に小円礫を含む。河岸段丘の基盤をなす層の一部と考え

 られる。)
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 3住居跡

 (1)ST1住居跡(第5図、図版3)

 調査区東端9・10-33～35Gで検出された竪穴住居跡である。平面プランが隅丸長方形

 を呈し、大きさは東西径3.68m、南北径2.73mを測る。基本層序の第II層中から堀込まれた

 と思われるが、確認出来たのは第IV層上面からである。壁の上面から床面までの高さは最

 大部で13cmを測る。

 柱穴は9個検出されているが、このうちEP121～EP124が主柱穴を構成するものと推

 定される。床面はほぼ平坦である。

 覆土は3層に分かれ、各層に遺物を微量含む。遺物は石器のみで、二次調整のある剥片

 石器やチップが6点(第16図1～6)出土している。また住居跡中央西寄りの床面から台

 石と思われる叩き面を持つ石(第24図124)が出土しており、当時の住居生活面を考えるう

 えで好資料である。

 (2)ST4住居跡(第8図、図版4)

 調査区東半4～6-28～30Gで検出された竪穴住居跡で、南側が一部未検出になってい

 る。平面プランが不整の隅丸長方形を呈し、大きさは東西径3.04m、南北径3.2m以上を測

 る。住居跡の東側にSK26土壙が並行するように配置され、壁の北東隅がSK112土堤によ

 って切られている。壁の上面から床面までの高さは最大部で16Cmを測る。柱穴は3個検出

 されているが、このうちEP125・126が主柱穴を構成するものと推定される。床面はほぼ

 平坦である。

 覆土は上面の撹乱層を除き4層に分かれ、遺物はF2および床面から出土する。遺物は石

 器のみで、剥片石器やチップが25点(第17図21～26)出土している。器種には石匙(第17

 図24)や不定型石器(同図25・26)などがある。また住居跡の南東床面から石皿(第24図

 128)が出土している。

 (3)SX6落ち込み遺構(第5図、図版5)

 調査区中央東寄り6～8-24～26Gで検出された不整円形の落ち込み遺構で、中央に川

 原石を配置した石敷(組?)炉を有する。大きさは東西径3.43m、南北径3.14mを測る。平

 面プランについて色調の差異はあるものの、壁の上面から床面までの高さは最深部で8cm

 と浅く、覆土も石敷炉周辺を除けば褐色粘質微細砂の単一層であるため、人為的な掘り込

 みとは判定しがたいところがある。

 EL104とした石組については、ほとんどが熱を受けた痕跡があり、内部の覆土が炭化物を

 多く含み、焼土ブロックもあることから炉跡と考えられる。

 柱穴は落ち込み遺構の中にはなく、外周面に8個の柱穴様のピットが検出されている。

 屋外の炉に簡単な屋根をかけた施設の存在も想定される。

 遺物は、炉跡周囲の落ち込み遺構底面から石器が7点(第17図28・29)出土している。

 剥片やチップが主であるが、両面が丁寧に調整された石錐の先端が破損したもの(同29)

 が1点出土している。





 第6図ST3住居跡

 (4)ST3住居跡(第6図、図版4)

 調査区東半5～7-29～31Gで検出された竪穴住居跡である。平面プランが不整の方形

 を呈し、大きさは東西径3.39m、南北径4.35mを測る。遺構確認面は第IV層で、壁の上面か

 ら床面までの高さは最深部で17cmを測る。住居跡の南西隅がSK103土塙によって切られて

 いる。床面のうち東半部はほぼ平坦であるが、西半部に壁かけて幅約100cm、深さ10～20cm

 の落ち込みがみられる。柱穴は5個検出されており、EP129と130の掘り方が比較的深い。

 覆土は3層に分かれ、遺物はF2とF3から多く出土している。F2から外面に格子目状

 の撚糸文が施された縄文土器が1片(第15図8)出土している。

 石器は、剥片石器(第17図8～19)や石核(第17図20)、石鍬(第21図76)、接合資料(第

 23図110・111)などが出土している。

 またSK103土壌のF2からナイフ形様の剥片石器が1点(第20図74)出土している。
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 (5)ST7・8・9住居跡(第7・9図、図版6・7)

 調査区中央西寄り3～5-12～17Gで検出された3棟の住居跡である。3棟が重複して

 検出されたが、平面や断面の切り合い状況からみて、新旧関係は古い方からST7→ST

 8→ST9の順序になると考えられる。ST9住居跡は南半部が未検出となっている。

 ST7住居跡は平面プランが隅丸方形を呈し、大きさは東西径3.20m以上、南北径3.65m

 を測る。住居跡北側でSK49土壌を切り、住居跡東側でSK48土壙に切られている。遺構

 確認面は第IV層上面で、壁の高さは最深部で15cmを測る。柱穴は9個検出されているがE

 P116～EP118の柱穴の掘り方が比較的深い。床面はほぼ平坦である。

 覆土は5層に分かれ、遺物はF2と床面から多く出土する。遺物は床面から縄文土器片

 (第15図9～13)が小量、F2から削器や剥片石器(第17図30～35・第18図36～40)凹石・

 礫石器(第24図123・126)などが出土している。

 ST8住居跡は平面プランが不整の長方形を呈し、大きさは東西径3.11m、南北径4.00m

 を測る。壁の高さは最深部で14cmを測る。柱穴は5個検出されているが、EP128～EP130

 の柱穴の掘り方が比較的深い。床面はほぼ平坦である。

 覆土は3層に分かれ、遺物はF2と床面から剥片石器と石核(第18図41～43)、石器接合

 資料(第23図112～119)などが出土している。縄文土器は出土しなかった。

 ST9住居跡は平面プランが隅丸長方形を呈し、大きさは東西径3.62m、南北径3.11m以

 上を測る。壁の高さは最深部で14cmと浅い。柱穴は4個検出されているが、EP131の柱穴

 の掘り方が比較的深い。床面はほぼ平坦である。

 覆土は4層に分かれ、遺物はF2と床面から縄文土器片(第15図14～23)、F2から石箆

 (第18図44・46)や石核(43)、剥片石器(45)などが出土している。縄文土器は太めの羽

 状縄文が施されている深鉢の体部片でほとんどが同一個体をなすものと思われる。

 4土壙・落ち込み遺構

 (1)SXlO落ち込み遺構(第8図、図版8)

 調査区南西端5・6-3～5Gで検出された落ち込み遺構である。南側が道路敷き外の

 ため未検出となっている。平面プランが不整楕円形を呈し、大きさは東西径4.07m、南北径

 L91m以上を測る。遺構確認面は第IV層上面である。

 落ち込みの中央北壁寄りに次第に深くなり、下半部の断面形は半円状を呈する。検出面

 から底面までの深さは最大部で84cmを測る。ビッドは7個検出されているが、明確な柱穴

 は確認されなかった。

 南北壁の土層断面の観察では、覆土は6層に分かれ、自然堆積に似た状況を示す。遺物

 はF5を除く各層から出土するが、特にF2とF3に!多い。F1から掻器(第19図55)と

 凹石(第25図130)、F2から剥片石器(第19図52・53・56)と凹石(第24図129)、磨石(第

 25図131～134)、F3から剥片石器(第19図48・49・54)、F4から剥片石器(第19図50)

 と凹石(第26図149)、台石(第25図135)などが出土している。縄文土器は出土しなかっ

 た。
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 表1遺構観察表(1)

        遺構番号種別検出地区(X-Y)G平面形主軸方位規模(EW-NS)m最大深さ(cm)備考
        STl竪穴住居9・10-33～35G隅丸長方形N-29。50'一W3.68×2.7313

        SK2土壙6・7-33・34G不整楕円形(2.52)×2.0215

        ST3竪穴住居5～7-29～31G不整方形N-7]30'一W3.39×4.3517

        ST4竪穴住居4～6-28～30G不整長方形N-19。30'一W3.04×(3.82)16

        SX6落ち込み遺構6～8-24～26G不整円形一一3.43×3.148内部にELlO4を設置

        ST7竪穴住居4・5-16・17G隅丸方形N-5[10'一E(3.2〔D×3.6515SX8に切られる

        ST8竪穴住居4・5-14～16G不整長方形N-6。4α一E3.11×4.0014ST7を切り、ST9に切られる

        ST9竪穴住居3～5-12～14G隅丸長方形N-20[30'一E3.62×(3.1!)14SX8を切る

        SX10落ち込み遺構5・6-3～5G不整楕円形4.07×(1.9D84

        SK11十塙5・6-32・33G略円形q10)×15619

        SK12土壙8・9-31・32G不整楕円形N-33[30'一E1.56×2.7510

        SK13土壙10-32・33G円形一一1.16×1.2311

        SK15土壙9-34・35G略円形0.94×0.7816

        SK16土壙9-35G不整楕円形0.58×0.9310

        SK17土壌7-32・33G不整円形1.02×0.986

        SK18土壙7-34・35G不整方形(1.04)×1.3610

        SK19土墳4・5-33G不整楕円形1.18x(0.95)16

        SK20土堤5・6-32G円形0.93)〈0.9718

        SK21土壙6・7-32G略円形0.85×0.6014

        SK22土堤9・10-36G円形0.81〉、0.829

        SD25溝状遺構4・5-29・3(〕GN-28。00'一W0.98×(2.26)18ST4東隣

        SK26土壌9・10-29・30G略円形0.87×0.7211新しいピットに切られる

        SK27土壙8・9-36G楕円形0.56×0.66!7

        SK28土堤10-32G楕円形0.65×0.496

        EP30柱穴8-24・25G不整円形0.54xO.586SX16北隣

        SK36土壙5・6-23G不整円形!.12×0.9215

        SIく37土壙4・5-23・24G不整楕円形1.74×1.2911

        SK38土壙4・5-2U・21G不整楕円形1.75〉<0.807

        SK39土墳8-2!G楕円形0、76×0.709

        SD40溝状遺構8・9-19・20GL字形N-43。00'一E2.72×2.698満幅20～50cm

        SX41落ち込み遺構5～7-19・20G隅丸方形N-3。3{γ一E3.24x3.0014

        SK42土壙7・8-19G不整円形0.83×0.9315

        SK43土壌6・7-18G不整楕円形0.64×0.8735

        SK44土壙4・5-19・20G不整円形1.38×1.528

        SK45土壙3・4-20G楕円形1.02×(0.92)14

        SK48土壙4-17G円形0.74×0.708ST7を切る

        SK49土壙5・6-16・17G不整楕円形1.80×(0.65〉6ST7に切られる

        SK50SK51土堤土壙6・7-15・16G長楕円形1.76×2.7113        6-14・15G円形1.56×1.468

        SK52土堤6・7-13・14G不整楕円形1.92×1.2620
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 (2)SK2土壙(第10図)

 調査区東南端6・7-33・34Gで検出された不整楕円形の土壌である。南側が道路敷き

 外のため未検出となっている。大きさは東西径2.52m以上、南北径2.02mで、検出面から底

 面までの深さは最深部で15cmを測る。

 覆土は4層に分かれ、遺物はF3とF4及び床面から二次調整のある剥片石器(第16図

 7)やチップが微量出土している。縄文土器は出土しなかった。

 (3)SKll土‡廣(第11図)

 SK2土堤南側5・6-32・33Gで検出された略円形の土堤である。東側が道路敷き外

 のため未検出となっている。大きさは東西径1.10m以上、南北径1.56mで、検出面から底面

 までの深さは最深部で19cmを測る。

 覆土は3層に分かれ、遺物はF2から石器剥片やチップが微量出土している。

 (4)SK12土壌(第10図)

 調査区東端8・9-31・32Gで検出された不整楕円形の土壌である。大きさは東西径1.56

 m、南北径2.75mで、検出面から底面までの深さは最深部で10cmを測る。

 覆土は2層に分かれ、遺物はF1とF2から石器剥片やチップが小量出土している。

 (5)SK19土墳(第11図)

 調査区東南端4・5-33Gで検出された不整楕円形の土堤である。東側が道路敷き外のた

 め未検出となっている。大きさは東西径1.18m、南北径0.95m以上で、検出面から底面まで

 の深さは最深部で16cmを測る。

 覆土は2層に分かれが、遺物は出土しなかった。

 (6)SK20土壌(第11図)

 調査区東南端5・6-32Gで検出された円形の土壙である。大きさは東西径0.93m、南北

 径0.97mで、検出面から底面までの深さは最深部で18cmを測る。北側に直径20cm程のピット

 を1個有する。

 覆土は2層に分かれ、遺物はF1から石器剥片やチップが小量出土している。

 (7)SX41落ち込み遺構(第10図、図版9)

 調査区中央5～7-19・20Gで検出された落ち込み遺構である。平面プランが隅丸方形

 を呈し、大きさは東西径3.24m、南北径3.00mを測る。遺構の検出面から底面までの深さは

 最深部で14cmを測る。柱穴は認められない。底面は凹凸があり、南半部付近に集石がみら

 れる。

 覆土は4層に分かれ、遺物はF4と底面から石器が小量出土している。実測図には大型の

 剥片石器を図示した(第19図57～60)。59は背面側辺に二次調整を施して刃部を形成してい

 る。縄文土器は認められなかった。

 本落ち込み遺構は、平面形が竪穴住居跡の近い形態を示していものの、底面が安定して

 おらず柱穴も認められないこと、さらに覆土中に遺物が少ないことから、住居跡ではない

 用途不明の落ち込み遺構として把握しておきたい。
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 (8)SK50土墳(第11図)

 ST7・8住居跡の北6・7-15・16Gで検出された大型の土壌である。平面プランが

 長楕円形を呈し、大きさは東西径L76m、南北径2.71mを測る。遺構の検出面から底面まで

 の高さは最深部で!3cmある。底面は凹凸が著しい。

 覆土は3層に分かれ、遺物はF2から二次調整のある円形の石器(第20図62〉など剥片

 石器が小量出土している。

 (9)SK51土墳(第11図、図版9)

 ST7・8住居跡の北6-14・15Gで検出された円形の土墳である。大きさは東西径L56

 m、南北径1.46mを測り、遺構の検出面から底面までの高さは最深部で8cmと浅い。底面は

 ほぼ平坦である。

 覆土は4層に分かれ、遺物はF1・2から二次調整のある円形の石器(第20図63)など

 剥片石器が小量出土している。

 (10)SK54土壙(第13図)

 調査区中央北西寄り8-!5・16Gで検出された不整楕円形の土墳である。大きさは東西径

 2.15m、南北径1.16mを測り、検出面から底面までの高さは最深部で13cmである。底面は西

 側が大きく落ち込んでいる。覆土は3層に分かれ、遺物はF1から石器剥片が微量出土し

 ている。

 (11)SX59落ち込み遺構(第13図、図版9)

 調査区西側4一一10・11Gで検出された隅丸方形の土壌である。南側が道路敷き外のため

 未検出となっている。大きさは東西径1.85m以上、南北径0.65m以上を測り、底面までの高

 さは最深部で14cmである。底面はほぼ平坦である。後世の撹乱穴の可能性もある。

 覆土は2層に分かれ、遺物はF1から石器剥片が微量(第20図65)出土している。

 (12)SX62～64落ち込み遺構(第12図、図版9)

 調査区南西隅4・5-6～9Gで検出された3基の落ち込み遺構である。南側が道路敷

 き外のため未検出となっている。3基が重複しており、新旧関係は古いからSX63→SX

 62・64となる。各落ち込み遺構は、平面形が隅丸方形ないし不整の楕円形を呈し、大きさ

 は長径L35m～2.66m測る。検出面から底面までの高さは最深部で4～6cmと浅い。底面は

 ほぼ平坦であるが、SX62落ち込み遺構の西側に長径1.40mの楕円形の掘り込みを有すし、

 遺物はそこからのみ出土した。

 覆土は2層に分かれ、遺物はさきの掘り込みのF2から二次調整のある剥片石器(第20

 図66)などが微量出土している。

 (13)SK66土壙(第13図)

 調査区南西隅5-5・6Gで検出された不整楕円形の落ち込み遺構である。大きさは東

 西径1.32m、南北径0.76mを測り、検出面から底面までの高さは最深部で9cmと浅い。底面

 はほぼ平坦である。後世に撹乱された穴の可能性もある。

 覆土は2層に分かれるが、各層から遺物は認められなかった。
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 (14)SX67・68落ち込み遺構(第9図)

 調査区西端6・7-3～5Gで検出された2基の落ち込み遺構である。平面形は両者とも不整

 楕円形を呈し、大きさはSX67が東西径2.03m、南北径0.67m、SX68が東西径L53m以

 上、南北径2.84mを測る。検出面から底面までの高さは深部で35Cm前後と深い。両者とも横

 断面形がV字形をなし、中央にいくにつれて深くなっている。

 覆土は両者とも上層が耕作によって破壊を受けており、安定した層は下層の2枚しか残

 っていない。遺物はSX68のF4から剥片石器(第20図67)などが出土している。SX67

 からは遺物は認められなかった。後世に撹乱された穴の可能性もある。

 (15)SK73・75土壙(第12図)

 調査区北東拡張区14・15-34Gで検出された2基の土壙である。二つが重複しており新

 旧関係は不明である。平面形は両者とも不整楕円形を呈し、大きさはSK73が東西径2.00

 m、南北径1.05m以上、SK75が東西径0.87m以上、南北径O.71mを測る。検出面から底面

 までの高さは最深部で15cm前後である。両者とも断面形が鍋底形をなし、中央やや深くな

 っている。

 覆土は各々3層に分かれ、遺物はF3から剥片石器(第20図68)などが出土している。

 (16)SK76土壌(第13図)

 調査区北東拡張区13・14-33Gで検出された不整楕円形の土墳で、南西部がSK111土墳

 に切られている。大きさは東西径0.74m以上、南北径0.85m以上を測り、検出面から底面ま

 での高さは最深部で12cmである。底面は凹凸がみられる。

 覆土は3層に分かれるが、各層から遺物は認められなかった。

 (17)SX80落ち込み遺構(第12図)

 調査区北東拡張区13～15-34・35Gで検出された隅丸方形の落ち込み遺構である。北東側

 が道路敷き外のため未検出となっている。大きさは東西径1.96m以上、南北径2.65m以上を

 測り、底面までの高さは最深部で26cmと深い。底面はほぼ平坦である。

 覆土は3層に分かれ、石箆(第20図71)と磨石(第20図71)がFlから、縄文土器片(第

 15図24～27)と石器剥片がF2から出土している。

 (18)SX102落ち込み遺構(図版9)

 調査区中央南壁添い4-20・21Gの木根の下から縄文土器片が散発的に出土したため、

 木根を土器を抽出しながら取りのぞいたところ、約lmの浅い円形落ち込みが検出された。

 特に人為的な遺構と認定できる根拠はない。この土器群は大部分が縄文時代早期に属する

 もので、本遺跡で器形がわかる唯一の資料である(第14図1～7、第15図28・29)。

 (19)EP96～98柱穴群(第13図)

 調査区西端5～10-5～7Gで、ほぼ南北方向に延びる柱穴3個が検出された。柱穴は

 直径40～50cmの楕円形を呈し、掘り方と柱アタリが明瞭に識別できる(第13図EP98)。掘

 り方の覆土は2層に分かれ、柱アタリの大きさは直径15～18cmである。EP96とEP98の

 間隔は、L5mを測る。各柱穴内からの遺物の出土はなく、時期については不明である。







 表2遺構観察表(2)

        遺構番号種別検出地区(X-Y)G平面形主軸方位規模(EW-NS〉m最大深さ(cm)備考
        SK54土墳8-15q6G不整楕円形2.15×1.1613

        SK55土壙8・9-13G不整楕円形1.54×(0.85)14

        SK56土壙9-12G隅丸方形1.14×(0.42)9

        SK57土墳9-11G円形0.65×0.708

        SK58土壙5・6-12G円形0.96×1.035

        SX59落ち込み遺構4-10・11G隅丸方形(L85)x(Q.65)14

        SK60土壌6-9G不整楕円形1.14×1.399

        SX62落ち込み遺構4-8・9G不整楕円形N11。30一E2.51×(0.66)8

        SX63落ち込み遺構4・5-7・8G隅丸方形N-13。0α一W(1.16)×IL35)6

        SX6{落ち込み遺構4・5一一G…8G隅丸方形N53。5αE2.66×(1.51)4

        SK65土墳7-8G長楕円形1.05xO.535

        SK66土墳5-5・6G不整楕円形1.32×0.769

        SX67落ち込み遺構6・7-4・5G不整長方形2.03×0.6736

        SX68落ち込み遺構6・7-3・4G不整楕円形一』(1.53)×2.8433

        SK72土壌14-33G楕円形0.75×(0.78)17

        SK73土堤14・15-34G不整円形一一2.00×(1.05)14SK75と重複

        SK74土壙14-34・35G楕円形(0.87)×0.71!2SX80に切られる

        SK75土壙14-34G不整円形1.08×(1.08)16SK73と重複

        SK76土壙13・14-33G不整楕円形(0.74)×(0.85)12SK!11に切られる

        SK77土墳13-35・36G略円形0.75×0.7515SX80南隣

        SD79溝状遺構7・8-33GN-13`30'一W0.45×3.556

        SX80落ち込み遺構13-15-34・35G隅丸方形N-16。30'一W(L96)×(2,65)26SK74を切る

        SK81土壙8-31・32G隅丸長方形2.21×1.0024

        EP96柱穴5・6-6・7G略円形0.43×0.3824

        EP97柱穴9-5G楕円形0.44×0.5834

        EP98柱穴10-5G略円形0.42×〔).4818

        SK99土墳4・5-28G不整円形(0.51)×0.7311ST4に切られる

        SX100落ち込み遺構4-27・28G?(1,8DX(L20)llST4に切られる

        SX101落ち込み遺構12・13-33・34G不整長方形1.46×1.9715SK1拍に切られる

        SX102落ち込み遺構4-20・21G円形1.22×1.1723RP2出土

        SK103土壙5・6-30G不整円形0.71×0.5211ST3を切る

        EL104石敷炉7-25G略楕円形0.98×0.676SX6内に位置

        SK105土壙7-31・32G不整円形0.73×(0.60)22

        SD107溝状遺構5-32・33G1.27×O.30!3

        SK110土壙13-34G略円形1.38×1.2410SX101を切る

        SKl11土壙13-33G楕円形0.77×0.5114SK76を切る

        SK112土壙5・6-29G隅丸方形0.88×0.9029ST4を切る
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 W出土した遺物

 今回の調査によって出土した遺物は、整理箱にして15箱である。内訳は、縄文土器が2

 箱、石器が13箱となり、この他EL104の炭化物等土層サンプルを1箱分採集した。

 1縄文土器(第14・15図、図版1!・12)

 明確な遺物包含層がなかったため、住居跡や性格不明の落ち込み遺構の覆土から出土し

 たものが大半を占める。遺構ではST3・7・9住居跡、SX80・102落ち込み遺構の計5

 ヶ所で縄文土器がまとまって出土したが、細片がほとんどである。

 これらの土器を、胎土、器形、文様構成、施文具等から4群8類に分けて記述する。

 (1)第1群土器(第14図1～7、第15図9・30、図版11)

 貝殻文をもつ土器群を本群に一括する。胎土には、石英、長石、黒雲母などを含み、焼

 成も比較的良い方である。内面はよく磨かれている。文様構成、施文具等からつぎの3類

 に細分される。

 a類:所謂簾状角押文の仲間で、器形が明確にわかるものは、SX102落ち込み遺構から出

 土した深鉢(第14図1)1点のみである。口縁部端が切り落としたように外にそがれ、や

 や外反した口縁部が体部中程で一且張って、そのまま底部にすぼまるものと思われる。目

 縁は平縁で、底部の形態は不明である。

 体部上半の文様帯は三段に分かれ、上位と下位には半裁竹管による2条単位の平行沈線

 文と「【」状の横位の簾状押引文が3条、中位には貝殻腹縁による浅い条痕地文上に半裁竹

 管による2条単位の山形の平行沈線文が施されている。刺突単位の中に凹凸がみられるこ

 とから貝殻を割って工具に用いた可能性がある。1～7はすべて同一個体と思われる。

 b類:2条の平行沈線文の中に細い斜位の貝殻腹縁連続刺突文が施されているもので、第

 II層から1点出土している(第15図9)。

 c類:波状の口縁を呈し、半裁竹管による2条単位の平行沈線文の中に「【」状の横位の連

 続刺突文が施されているもので、第II層から1点出土している(第15図30)。

 (2)第2群土器(第15図8・24～28・32・34、図版12)

 条痕文をもつ土器群を本群に一括する。胎土には、繊維、石英、長石、黒雲母などを含

 み、焼成も比較的良い方である。細片がほとんどで、器形が明確にわかるものはない。す

 べて内面に貝殻条痕文が施されているが、外面の文様から3類に細分される。

 a類:外面に太い棒状工具等による沈線文が施されているもの(第!5図28)。

 b類:外面に斜縄文が施されているもの(第15図24～27・34)。

 c類:外面に細い撚糸文が施されているもの(第15図8)。

 (3)第3群土器(第15図1・2、図版12)

 太い羽状縄文をもつ土器群を本群に一括する。胎土には、繊維を多く含む。器厚は9～12

 mmと厚く、焼成はあまり良くない。内面に条痕文等はみとめられない。

 羽状縄文は結束の無いものがほとんどでST9住居跡からまとまって出土している(第



 15図14～23)。またST7住居跡からも結束の無い羽状縄文の土器がややまとまって出土し

 ている(第15図10～13)。この他遺跡の第1・II層からも太い羽状縄文をもつ土器が数点出

 土している(第15図33・35～37)。

 (4)第4群土器(第15図8、図版!2)

 細い縦回転の羽状縄文をもつ土器で、第II層から1点出土している。両側に補修孔を有

 し、擬似口縁を作り出したもので、繊維を微量含み、焼成は良好である(第15図31)。

 その他、縄文土器の底部が1点東地区第II層から出土している(第15図38)。平底である

 が、器面の摩滅が著しく、特徴や時期は不明である。





 表3縄文土器観察表

          文様・調整等挿図図版          Na出土地区器種・器部胎土器厚(目m)表面裏面分類
          1SX102Fl(RP2)深鉢・口縁部7半截竹管文簾状押引文ミガキ1-a14-111-1
          2SX102Fl(RP2)深鉢・体部上半7半截竹管文ミガキ1-a142112

          3SX102F1(RP2)深鉢・体部上半8半截竹管文ミガキ1-a14-311-3

          4SX102F1(RP2)深鉢・体部上半8半裁竹管文ミガキ1-a14-4114

          5SXlO2F1(RP2)深鉢・体部下半7簾状押引文ミガキ1-a14-511-5

          6SX102Fl(RP2)深鉢・体部上半6.5簾状押引文ミガキ1-a14-611-6

          7SXIO2Fl(RP2)深鉢・体部下半7簾状押引文ミガキ1-a147117

          8ST3F2深鉢・体部7細い撚糸文条痕文2-c15-812-8

          9ST7F2深鉢・体部10貝殻連続利突文ナデ1-b15-9129

          10ST7Y深鉢・体部繊維多量10縄文磨滅のため不明315-1012-10

          11ST7Y深鉢・体部繊維多量9縄文ナデ315-1112-11

          12ST7Y深鉢・体部繊維多量11.5羽状縄文磨滅のため不明315-1212-12

          13ST7Y深鉢・体部繊維少量7羽状縄文ナデ315131213

          14ST9F(RP19)深鉢・体部繊維多量12羽状縄文ナデ315-1412-14

          15ST9Y(RP19)深鉢・体部繊維多量12羽状縄文ナデ3151512-15

          16ST9Y(RP19)深鉢・体部繊維多量/0縄文ナデ315-1612-16

          17STgY(RP19)深鉢・体部繊維多量9縄文磨滅のため不明315-17!2-17

          18ST9Y(RPI9)深鉢・体部繊維多量10縄文磨滅のため不明315-1812-18

          19ST9Y(RP19)深鉢・体部繊維多量12縄文ナデ3151912-19

          20ST9F2深鉢・体部繊維多量10縄文ナデ315-2012-20

          21ST9F2深鉢・体部繊維多量9縄文ナデ315-2112一一21

          22ST9F2深鉢・体部繊維多量10縄文磨滅のため不明315-2212-22

          23ST9F2深鉢・体部繊維多量7磨滅のため不明磨滅のため不明3?15-2312-23

          24SX80F2深鉢・体部6斜縄文条痕文2b15241224

          25SX80F2深鉢・体部5斜縄文条痕文2-b15-2512-25

          26SX80F2深鉢・体部5斜縄文条痕文2-b15-2612-26

          27SX80F2深鉢・体部4.5斜縄文条痕文2b15-2712-27

          28SX102F1(RP2)深鉢・体部繊維少量9太い沈線文条痕文2一一a15-2812-28

          29SX102Fl(RP2)深鉢・体部繊維多量8羽状縄文ナデ315291229

          30Y20-25LII層深鉢・口縁部6連続刺突文ミガキ1-C15-3012-30

          31Y2630LII層深鉢・口縁部繊維微量7細い羽状縄文ナデ415-3112-3/

          324-1711層深鉢・体部繊維少量9斜縄文条痕文2-b15321232

          33Y26-30LH層深鉢・体部繊維多量9羽状縄文ナデ315-3312-33

          34Y1520Lll層深鉢・体部繊維多量9.5斜縄文条痕文2-b15-3412-34

          35Y2630LII層深鉢・体部繊維多量9縄文磨滅のため不明315351235

          366-!011層深鉢・体部繊維少量8.5磨滅のだめ不明ミガキ3?15-3612-36

          37Y26-30LII層深鉢・体部繊維多量10一縄文磨滅のため不明315-3712一一37

          38東区H層(RP5)深鉢・底部12磨滅のため不明磨滅のため不明!5-381238

          396-1011層深鉢・体部7磨滅のため不明磨滅のため不明

          40471層深鉢・体部8磨滅のため不明磨滅のため不明一
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 2石器(第16～26図、図版13～24)

 石器の出土状況も、縄文土器と同じく住居跡や性格不明の落ち込み遺構の覆土から出土

 したものが大半を占める。

 (1〉打製石器(第16～22図)

 石材はすべて珪質頁岩で、定形化された石器としては石鏃、石槍、石錐、石匙、石箆、

 掻器、削器、打製石斧などがある。このほか調整痕がある不定形石器、剥片素材、チップ、

 石核なども多く出土している。つぎに各器種毎に分類を中心にその概要を述べる。

 ①石鎌(第21図76・77・81)

 遺構から3点出土している。形態はすべて基部に抉りが入っているもので、両面に丁寧

 な押圧剥離が施されている。

 ②石槍(第21図78～80)

 両面加工ないし片面加工により尖った先端部を作り出した石器を石槍とした。東区のII

 層から3点出土しており。いずれも基部が欠損している。

 ③石錐(第17図29、第21図91)

 素材となった剥片の縁辺に調整加工を施して、その一端に尖った先端部を作り出した石

 器を石錐とした。2点出土しているが、いずれも先端の錐部が欠損している。

 ④石匙(第17図24)

 相対する二つのノッチを入れることによって作出されつまみをも石器であるが、定型的

 な石匙は認められない。第17図24が強いて分ければ本群に入るが、背面のノッチが弱い。

 ⑤石箆(第18～22図)

 素材となった剥片の背面と主要剥離面(正面)の両面に加工され、その長軸の末端が刃

 部になると考えられる一群、また背面側だけの片面加工であっても、刃部と考えられる末

 端の刃角が小さく、掻器とはなり得ないものもここで扱う。15点出土しているが、これら

 は平面形、刃部の形態、加工部位の相違によってつぎの3類に分類される。

 a類:擬形で刃部が片刃状となり、調整加工は正面が主で背面にはほとんどないか側縁部

 の一部にのみ加工が施されるもの(第18図44、第19図46、第21図95、第22図105)。

 b類:援形で刃部が片刃状となり、刃部が素材の剥離面や自然面で構成され刃部加工が認

 められないいわゆるトランシェ様石器(第20図72、第21図96、第22図109)。

 c類:揆形で刃部が両刃状となり、両面のほぼ全体に調整加工が施されるもの(第20図68、

 第22図85、86、88)。

 ⑥掻器(第18図38、第19図55、第20図63、第21図94、第22図106)

 旧角度の調整加工によって刃部を作出した石器を掻器とした。5点出土しているがこれ

 らは平面形、刃部の形態、加工部位の相違によってつぎの2類に分類される。

 a類:素材の全周が刃部となり得るラウンドスクレーパー(55・63・106)。

 b類二横長剥片が素材として用いられ、その側縁部が刃部となり得るもの(38・94)。

 ⑦打製石斧(第21図92、第22図99)



 平面形が木葉形を呈し、全周に調整加工が施されている大形の石器を打製石斧とした。

 東区II層から2点出土している。

 ⑧削器・不定形石器(第16～22図)

 剥片の縁辺に連続的に調整加工を施して刃部を作出した石器を削器とした。不定形であ

 り、素材や刃部の作出方法、その位置関係の相違で8類に分類できる。

 a類:縦長剥片を素材とし、両面加工によって刃部が作出されるもの(第21図82・83)。

 b類:縦長剥片を素材とし、両面加工によって作出され刃部と片面加工によって作出され

 た刃部を合わせもつもの(第18図35、第19図50・59)

 c類:縦長剥片を素材とし、片面加工によって刃部が作出されるもの(第18図42、第20図

 60・62・66、第21図97、第22図98・100・1(〕2・108)。

 d類二横長剥片を素材とし、両面加工によって刃部が作出されるもの(第21図84・90)。

 e類二横長剥片を素材とし、両面加工と片面加工の刃部を合わせもつもの(第20図75、第

 22図104)。

 f類:横長剥片を素材とし、片面加工によって刃部が作出されるもの(第17図25、第19図

 58、第20図61、第22図101)。

 9類:剥片を2ヶ所で折断して素材とし、その折断面を両側縁として末端に刃部を作出し

 たもの(第19図49、第22図107)。

 h類:折れや加工の進展によって素材の形状が不明となったもの(第17図26、第19図48)

 ⑨剥片素材(第16～23図)

 石器製作の過程で、母材の石塊から打ち剥がされたもので、これまでのどの分類にも属

 さないものを石片とする。これにはフレイク、チップがある。

 ⑩石核(第17図20、第18図43)

 石核は住居跡内と第H層から3点の出土がある。すべて多方面からの剥離面で構成され

 ており、打面を頻繁に変える剥片生産技術の存在をうかがわせる。ただし、大きさは最大

 8Cm程で剥離面から再生できる石器は限られたものになる。

 (2)石器接合資料(第23図)

 古屋敷遺跡で接合ができた石器剥片は、10例26点を数える。大半が2点毎の接合であり

 表皮を伴う例として第23図110・111の資料を図示する。石材は珪質頁岩で、楕円形の河原

 石の一端を打欠いて打面を作り、打面に対し垂直に表皮側から剥離している。

 本遺跡のST8住居跡のF2および床面からまとまった石器接合資料が発見されている

 (第23図112～119)。石材は珪質頁岩で、長方体の河原石の上部を打欠いて打面を作り、打

 面に対し垂直に、表皮側から順に8片の石器剥片を剥離している状況が接合結果から観察

 できた。剥片の大きさは、長辺の長さが76～84㎜、幅が21～74㎜を測り、ほとんどの剥片

 に表皮の一部を残している。剥離工程の結果として、どんな目的剥片を作ろうとしたかま

 では不明である。これらは、住居跡の床面近くから出土していることも考え合わせ、縄文

 時代早・前期の石器剥離工程を知る好資料である。
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 表4石器属性表(1)

             大きさ([Ilm)調整

             No器種出土地区長幅厚重量(9)正面ゴヒ}目[団石材分類挿図図版
             1フレイクSTIF3193242.2数回調整打面調整珪質頁岩⑨16-113-1

             2チップSTユF1131210.2打面調整無調整珪質頁岩⑨16-213-2

             3フレ・イクSTIF1272720.9打面調整無調整珪質頁岩⑨16-313-3

             4フレイクSTIF3263765.2打面調整無調整珪質頁岩⑨16-413-4

             5フレイクSTIF1292832.1打面調整無調整珪質頁岩⑨16-513-5

             6フレイクSTIF1211641.3数回調整数回調整珪質頁岩⑨!6-613-6

             7フレイクSK2Y827521110打面調整数回調整珪質頁岩⑨16-721-7

             8フレイタST3F2(Nα20)'373677数回調整無調整珪質頁岩⑨16-813-8

             9フレイクST3F2413198.9打面調整無調整珪質頁岩⑨16-913-9

             10フレイクST3F2(Nα2(〕)50762179無調整数回調整頁岩⑨16-1013-10

             11フレイクST3F3(Na11)36581315打面調整無調整頁岩⑨}16-1113-11

             12ワレイクST3F3(Nα15)59522661無調整無調整珪質頁岩(⑨16-1221-12

             13フレイクST3F251542060.1数回調整無調整珪質頁岩⑨16-1313-13

             14フレイクST3F233551417打面調整無調整珪質頁岩⑨ユ6-1413-14

             !5フレイクST3Y(Na21)6750713.9数回調整無調整珪質頁岩(⑨16-1513-15

             16フレイクST3F255621650無調整数回調整珪質頁岩⑨)16-1613-16

             17フレイクST3Y(N〔]14)2859919数回調整無調整珪質頁岩⑨16-1713-17

             18フレイクST3F2(Na3)878020119.8打面調整無調整珪質頁岩⑨16-1813-18

             !9フレイクST3F2(Na16)253342数回調整無調整珪質頁岩⑨16-1913-19

             20石核ST3F2(Nq2)765847281打面調整打面調整珪質頁岩⑩17-2021-20

             21フレイクST49(Nα6)6228lo17数回調整無調整珪質頁岩⑨17-2114-21

             22フレイクST4F1(No2)88612190数回調整無調整珪質頁岩⑨17-2214-22

             23フレイクST4Y67591444打面調整無調整珪質頁岩⑨17-2314-23

             24石匙ST4Y8546ll38縁辺部加工縁辺部加工珪質頁岩④17-2414-24

             25不定形石器ST4F359681348縁辺部調整無調整珪質頁岩⑧一f17-2514-25

             26不定形石器ST4F3(Na7)283757縁辺部調整無調整珪質頁岩信)一n〕17-2614-26

             27フレイクSK112F2(No11)352363数回調整無調整珪質頁岩⑨17-2713-27

             28フレイクSX6Y75451442数回調整無調整珪質頁岩(冨)17-2814-28

             29石錐SX6Y(RQ27〉452399全体調整全体調整珪質頁岩③17-2914-29

             30フレイクST7Y384146数回調整無調整珪質頁岩⑨ユ7-3013-30

             31フレイクST7Y303583数回調整無調整珪質頁岩⑨17-3113-31

             32フレイクST7F1(Na6)522133数回調整打面調整珪質頁岩⑨17-3213-32

             33フレイクST7F1(NQ17)352375数回調整無調整珪質頁岩⑨17-3313-33

             34フレイクST7F2(Na8)53611431打面調整無調整珪質頁岩⑨17-3415-34

             35不定形石器ST7F1(Nα7)1046416118縁辺部調整縁辺部調整珪質頁岩⑧一一。17-3515-35

             36フレ・イクST7F2(NQ23)103391990数回調整無調整珪質頁岩⑨18-3615-36

             37フレイクST7F2(Na21)1217520193数回調整数回調整珪質頁岩⑨18-3721-37

             38掻器ST7F289481569縁辺部調整打面調整珪質頁岩〔◎一b18-3815-38

             39フレイクST7F2(Nα23)312384数回調整無調整珪質頁岩⑨18-3921-39

             40フレイクST7Y(No28)66631665無調整打面調整珪質頁岩⑨18-4013-4〔)



 表5石器属性表(2)

             大きさ(nm)調整

             No器種出土地区長幅厚重量(9)正面ゴヒ下目圓石材分類挿図図版
             41フレイクST8F2(No4)67381846打面調整無調整珪質頁岩⑨18-4115-41

             42不定形石器ST8F2(Nα8)302364縁辺部調整縁辺部調整頁岩⑧一。18-42!5-42

             43石核ST8Y918534322打面調整打面調整珪質頁岩⑩18-4315-43

             44石箆STgF2(No6)805822101縁辺部調整打面調整珪質頁岩⑤一a18-4415-44

             45フレ・イクSTgY69581354数回調整無調整珪質頁岩⑨18-4515-45

             46τ1隣仁1比ST9F2(RQ20)70301737刃部調整縁辺部調整珪質頁岩⑤一a19-4615-46

             47フレイクSTgF2(Nα2)39501737打面調整打面調整珪質頁岩⑨19-4715-47

             48フレイクSXlOF3(Nα37)382359縁辺部調整数回調整珪質頁岩⑧一n19-4816-48

             49不定形石器SXl(〕F3(No25)52471434縁辺部調整無調整珪質頁岩⑧一q19-49!6-49

             50不定形石器SX10F4(Nα33)757521138縁辺部調整縁辺部調整珪質頁岩⑧一b19-5(〕16-50

             51フレイクST10F550761668打面調整数回調整珪質頁岩⑨19-5116-51

             52フレイクSX1〔〕F2(No14〉46381125数回調整無調整珪質頁岩⑨19-5216-52

             53フレイクSX10F2(No!7)4733714数回調整数回調整珪質頁岩⑨19-5316-53

             54フレイクSX10F3(Na26)57621465数回調整数回調整珪質頁岩⑨19-5416-54

             55掻器ST10F1(RQ21)71612194全体調整全体調整珪質頁岩⑥一a19-5516-55

             56フレイクSTlOF24765722数回調整数回調整珪質頁岩⑨19-5621-56

             57フレイクSX41F1727〔)2384打面調整無調整珪質頁岩⑨19-5717-57

             58不定形石器SX41Y68451333無調整縁辺部調整珪質頁岩⑧一f19-5817-58

             59削器SX41Y81621369縁辺部調整縁辺部調整珪質頁岩⑧一b19-5917-59

             60不定形石器SX41Y64521028縁辺部調整無調整珪質頁岩⑧一。20-6017-60

             61不定形石器SK42F159881267打面調整縁辺部調整珪質頁岩⑧一f20-6117-61

             62不定形石器SK50F25748720無調整縁辺部調整珪質頁岩⑧一。20-6217-62

             63掻器SK51F2826927157全体調整打面調整珪質頁岩⑥一a20-6317-63

             64フレイクSK55F1416642119打面調整打面調整珪質頁岩⑨20-6417-64

             65フレイクSK59F1566830110打面調整無調整珪質頁岩⑨20-65!7-65

             66フレイクSX64F2332774打面調整縁辺部調整珪質頁岩⑧一。20-6617-66

             67フレイクSX68F44846512縁辺部調整無調整珪質頁岩⑨20-6717-67

             68石箆SK75F3(RQ13)302462全1本調整縁辺部調整珪質頁岩⑤一。20-681S-68

             69フレイクPK78F154521039数回調整数回調整珪質頁岩⑨20-6918-69

             70フレイクSK78Fl96581891数回調整数回調整珪質頁岩⑨20-7018-70

             71石箆SX80Fl(RQ18〉414114!4基部調整基部調整頁岩⑤20-7118-71

             72石箆SX101F2(RQ12)924926120全体調整縁辺部調整珪質頁岩⑤一b20-7218-72

             73石箆SX1(〕1F2(RQ14)343166基部調整基部調整頁岩⑤20-7318-73

             74フレイクSK103F2(RQ9)109231331)打面調整無調整珪質頁岩⑨20-7418-74

             75不定形石器SK106Fl61491646縁辺部調整縁辺部調整珪質頁岩⑧一。20-7518-75

             76石鎌ST3F2(RQlo)3(11542全体調整全体調整珪質頁岩①21-7614-76

             77石鏃SX10F2(RQ24)26]751全体調整全体調整珪質頁岩①21-7716-77

             78石槍Y20～25LII層251951全体調整縁辺部調整珪質頁岩②2!-7820-78

             79石槍11-34H層(RQ16)361965全体調整全体調整珪質頁岩②21-7918-79

             80石槍Y20～25LII層412575全体調整全体調整珪質頁岩②21-8020-80
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 表6石器属性表(3)

             大きさ(n㎜)調整挿図             Nrエ器種出土地区長幅厚重量(9)正面ゴ巳一一一円圓石材分類図版
             81石鏃SK36F1(RQ17)322043全体調整全体調整珪質頁岩①21-8117-81

             82削器Y15～2〔)LII層382254縁辺部調整縁辺部調整珪質頁岩⑧一a21-8220-82

             83削器7-261層351884縁辺部調整縁辺部調整頁岩⑧一a21-8321-83

             84不定形石器Y15-20LII層313175全体調整縁辺部調整珪質頁岩⑧一d21-8420-84

             85石箆10-3011層(RQ15)75301228全体調整全体調整珪質頁岩⑤一。21-8519-85

             86石箆Y20～25LII層6(〕351131全体調整全体調整珪質頁岩⑤一。2!-8620-86

             87石箆Y31～36LH層73472573基部調整基部調整頁岩⑤21-8719-87

             88石箆Y31～36LII層49341013全体調整全体調整珪質頁岩⑤一。21-8819-88

             89フレイクY31～36H層432566数回調整無調整珪質頁岩⑨21-8921-89

             90不定形石器Y20～25LII層412365縁辺部調整縁辺部調整珪質頁岩⑧一d21-9020-90

             91石錐Y15～20LII層6!211313全体調整全体調整珪質頁岩③21-9120-91

             打製石斧東区II層(RQ7)1356124219全体調整全体調整頁岩⑦21-9219-92

             2■つ」9Q」石箆東区H層,93571784全体調整全体調整珪質頁岩⑤21-93!9-93
             94掻器Y26～30LII層53832049縁辺部調整縁辺部調整珪質頁岩⑥一b21-9419-94

             95石箆Y15～20LH層44381121全体調整量縁辺部調整珪質頁岩⑤一a21-9520-95

             96フレイクY31～3611層49221214全体調整縁辺部調整珪質頁岩⑤一b21-9621-96

             97削器Y20～26LII層(RQ3)138281563全体調整無調整珪質頁岩㊦)一。)2!-9719-97

             98不定形石器3-1611層69581243無調整縁辺部調整珪質頁岩⑧一。22-9821-98

             99打製石斧11-3411層895425110全体調整全体調整頁岩⑦22-9920-99

             1OO不定形石器Y20～25LII層47551652縁辺部調整無調整珪質頁岩⑧一。22-IO(121-100

             1D1不定形石器Y15～20LII層58611137数回調整縁辺部調整珪質頁岩⑧一f22一期20-101

             1U2不定形石器Y15～20LH層1117135146縁辺部調整数回調整珪質頁岩⑧一。22-IO221-102

             103石箆Y20～25LII層33411015基部調整基部調整珪質頁岩⑤22-10320-103

             1“4不定形石器Y15～20LII層7657729縁辺部調整縁辺部調整珪質頁岩⑧一e22-lo420-104

             105石箆Y15～20LII層74341530全体調整無調整珪質頁岩⑤一a22-10520-105

             11〕6掻器10-351層49442044全体調整無調整珪質頁岩⑥一a22-10620-106

             1o了不定形石器3-161層273675縁辺部調整打面調整珪質頁岩⑧一922-1072G-107

             108不定形石器Y31～35LH層126341864縁辺部調整数回調整珪質頁岩⑨一。〕22-10821-ll)8

             1u9石箆SX9F2(RQ22)995528l12縁辺部調整打面調整頁岩⑤一b22-10915-109

             UOフレイタST3F2(RQ8)1015225129打面調整無調整珪質頁岩接合資料!23-/1021-UO

             111フレイクST3F2(RQ18)73741975表皮打面調整珪質頁岩接合資料123-11121-111

             112フレイクST8F2(RQ25)76532360打面調整打面調整珪質頁岩接合資料223-11222-112

             U3フレイクST8F2(RQ1)8337113Q表皮打面調整珪質頁岩接合資料223-11322-113

             114フレイクST8F2(RQ25)80211128表皮打面調整珪質頁岩接合資料223-/1422-114

             115フレイクST8F2(RQ25)777431189表皮打面調整珪質頁岩接合資料223-11522-l15

             ⊥16フレイクST8Y79351851打面調整打面調整珪質頁岩接合資料223-11622-1i6

             117フレイクST8Y(RQ25〉845828127表皮打面調整珪質頁岩接合資料223-11722-l17

             118フレイクST8F2(RQ25)835822113打面調整無調整珪質頁岩接合資料223-11822-118

             119フレイクST8Y784628103打面調整無調整珪質頁岩接合資料223-11922-119

             120不定形石器Y31～36LII層6132912.8縁辺部調整縁辺部調整珪質頁岩⑧一。一20-120



 (3)磨製石器・石製品(第24～26図)

 磨製石器として区分できるものに磨製石斧、石皿、磨石、凹石、敲石、礫石器などがあ

 り、合計29点出土している。石材には、流紋岩、安山岩、疑灰岩、泥岩などがある。

 ①磨製石斧:東区II層から1点出土している。石材は流紋岩で、横断面形が楕円形をなす

 両刃の乳棒状石斧出ある。刃部は何度かの再調整を施している(第26図148)。

 ②石皿二ST4住居跡床面(第24図128)と東区II層(第26図147)から各1点出土してい

 る。128は扁平で大形の河原岩の片面に、円形ないし楕円形の窪んだ研磨面を有するもの

 で、背面は平らで数条の敲打痕がある。147は河原岩の片面に、円形の窪んだ敲打面を有す

 るもので、表面外周の摩滅痕も著しい。

 ③磨石二楕円形や球状の河原石を利用して、全面ないし2～4ヶ所の平坦な研磨面を有す

 るもので、9X'10落ち込み遺構から4点(第25図131～134)、SX80落ち込み遺構から1点

 (同127)、遺物包含層から6点(第26図138・141・142・144・146)の計11点が出土してい

 る。石材には花崗岩、泥岩、安山岩がある。

 これらは磨面の特徴から二つに分類できる。

 (a)類礫面の全体を磨面として使用した可能性があるもの。

 (b)類2～4ヶ所の平坦面を磨面として使用した可能性があるもの。

 ④凹石二河原石の表裏面に窪みを有するものを一括してこのグループに含める。ST7住

 居跡から1点(第24図123)、SX10落ち込み遺構から3点(第25図129・130、第26図

 149)、SK50土墳から1点(第24図125〉、SK50土墳から1点(第24図122)、遺物包含層

 から4点(第26図140・143・145〉の合計10点が出土している。石材には花崗岩、砂岩、泥

 岩、安山岩、緑色疑灰岩がある。

 これらは平面形や凹痕の位置などにより二つに分類できる。

 (a)類平面形が円形ないし楕円形を呈し、1～2面に凹痕を有するもの。

 (b)類平面形が長楕円形を呈し、1面に凹痕を有するもの。

 凹石は磨石と密接な関係をもつと思われ、大きさも磨石とほぼ同様である。

 ⑤敲石:扁平な長方形の礫の端部に敲打痕をもつものである。遺物包含層から1点出土し

 ている。

 ⑥台石:横断面が長方形の安山岩の打ち割った面に、多条の敲打痕をもつものである。S

 T1住居跡の床面から1点出土している(第24図124)。

 ⑦礫石器:長さ10Cm程の楕円形の礫の一部を打ち欠いて剥離面を作っているものである。

 石材は砂岩で、ST7住居跡から2点出土している(第24図121・126)。

 この他石製品として区分できるものが、遺構外の東区II層から3点出土している。

 第26図136は垂飾品と考えられるもので、扁平な楕円形の安山岩の中央に、両側から直径

 7mmの孔を穿ち、その下面にさらに小さな貫通孔を穿っている。第26図137は扁平な粘板岩

 の周囲を丸く打ち欠き、両面を研磨したものである。第26図139は扁平な疑灰岩の周囲を方

 形に打ち欠き、両面を研磨したものである。
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 表7石器属性表(4)

          大きさ(日lm)

          Nα器種出土地区長幅厚重量(9)分類石材挿図図版
          121礫石器ST7Fl(Nα25)93392485⑦砂岩24-12123-121

          122凹石SK55F155503381④一a泥岩24一一12223-122

          1Z3凹石ST7F2(Nα4)70591969④a安山岩24-12323123

          124台石STIY178126831,987⑥安山岩2412424-124

          125凹石SK50F2947655509④a花崗岩24-12523-125

          126礫石器ST7F2(Nα26)79362574⑦砂岩2412623-126

          127磨石SX80F111110239678③一b花崗岩24-12723-127

          128石皿ST4Y3892627812,500②(砂岩)24128一128

          129凹石SX10F21259142507④一a緑色疑灰岩25-12923-129

          130凹石SX10F1(Na23)1517646609④一b(砂岩)25-13024130

          131磨石SX10F2(Nd5)1046652484③一a泥岩25-13123-!31

          132磨右SXlOF2(Nα22)12110726370③b安山岩25…13224132

          133磨石SX10F2(Nα7)238121482,122③一b安山岩25-13324-133

          134磨石SX10F2(Nα3)1288336525③b安山岩25-!34134

          135台石SXlOF4(Na8)334221817,800⑥花崗岩25-13524-135

          1116石製垂飾品東区II層(RQ1)3542911安山岩2613623-136

          137円盤状石製品東区II層(RQ4)(32)2969粘板岩26-/3723-137

          138磨石10-2411層10999771,093③一a花嵐岩26-13824-138

          11!9板状石製品東区II層4044!141疑灰岩26-13923139

          140凹石東区II層746637227④一a安山岩26-14023-140

          141磨石10-3411層937159525③一a花崗岩26-14123-141

          142磨石9-3611層697527201③一b泥岩26-14223-142

          143凹石Y25-30LII層1636735422④一b泥岩26-14324-143

          144磨石Y31-35LII層979253647③一b花崗岩2614423一一144

          145凹石Y31-35LII層107535271④a泥岩26-14523145

          145磨石103611層998861689③一a安山岩2614623-!46

          1ゴ!7石皿東区II層191161621,497②(泥岩)26-14724-147

          148磨製石斧東区II層(RQ6)1476230367①(流紋岩)26-14819-148

          149凹石SX10F4(Nα32)837732200④一b泥岩一『

          150凹石Y15-20LII層1078240432④一a花崗岩一『

          151磨石ll-3511層1397944604③一b花崗岩一一

          152敲石中央区II層1795625345⑤安山岩一『

          153石核103311層33521218.7⑧一f珪質頁岩一20-!53

          154フレイクY!5～20LII層56472047.2⑧一a珪質頁岩一20-154

          155フレイクY31～35LH層42453156⑩珪質頁岩一21-155

          156不定形石器東区II層80501341⑧一。珪質頁岩一21-156

          157不定形石器H3611層108462865⑧一。珪質頁岩一21-157

 ※出土地区欄の(Na一)は、各遺構毎の遺物取上げ番号を表わす。
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 Vまとめ

 1遺物について

 (1)古屋敷遺跡出土の縄文土器群について

 本遺跡出土の土器は、第IV章で述べたように縄文時代早期から同前期前葉にかけてのも

 のである。出土した土器の量が少なく、また大半が小破片で、全体の器形がわかるものも

 1個体のみであるが、県内における当該期の資料が数少ない現状から貴重な資料である。

 本項では先に分類した第1群～第4群土器について、周辺遺跡の調査成果をもとに時期

 的な位置付けを行う。

 第1群土器a類は所謂簾状角押文の仲間で、体部上半の文様帯が三段に分かれ、上位と

 下位には半裁竹管による2条単位の平行沈線文と「【」状の横位の簾状角押文が3条、中位

 には貝殻腹縁による浅い条痕地文上に半截竹管による2条単位の山形の平行沈線文が施さ

 れている。山形県内では米沢市二夕俣A遺跡ST10住居跡(文献4・5)から同様な土器

 が出土している。また福島県いわき市竹之内遺跡にも同様な資料がある(文献6)。本類は

 宮城県の明神裏m式に類似しているものの、平行沈線や角押文がより深いことから、これ

 より一時期古い縄文時代早期中葉関東地方の田戸下層式後半頃に比定される。

 第1群土器b類は2条の平行沈線文の中に細い斜位の貝殻腹縁連続刺突文が施されてい

 るもので、これも米沢市ニタ俣A遺跡ST17住居跡に類例がある。1点のみの資料である

 が、縄文時代早期中葉広義の田戸上層式に比定しておきたい。

 第1群土器。類は半截竹管による2条単位の平行沈線文の中に「【」状の横位の連続刺突

 文が施されているもので、明神裏III式および広義の田戸上層式に比定しておきたい。

 第2群土器a類は外面に太い沈線文、内面に貝殻条痕文が施されているもので、南陽市

 月ノ木B遺跡第7群土器に類例がある(文献7)。関東地方の鵜が島台式に比定される。

 第2群土器b類は縄文条痕文、第2群土器。類は外面に細い撚糸文、内面に条痕文が施

 されているものである。相原淳一は、これらを縄文時代早期後葉の後半に属する「縄文条

 痕文土器が卓越する型式群」としたうえで、三つに細分している(文献8)。本群の土器は

 小片しかないものの、このうちb類が素山貝塚上層・槻木貝塚上層、c類が吉田浜貝塚上

 層の土器に併行するものと考えられる。

 第3群土器は横走する非結束の太い羽状縄文を特徴とするもので、宮城県三神峰遺跡南

 斜面第II層土器に例があり(文献8)、時期は縄文時代前期前葉大木1式に比定できる。

 第4群土器は非結束の細い羽状縄文を特徴とするもので、東根市小林A遺跡(文献9)

 に類例がある。縄文時代前期前葉大木2b式頃の時期に比定できる。

 (2)古屋敷遺跡出土の石器について

 本遺跡出土の石器は、前項の縄文土器の時期的位置付けから、縄文時代早期中葉から同

 前期前葉までに属することがわかった。

 石器の大半が剥片ないし砕片で、所謂too1として確認できたものは55点にすぎない。これ



 らについては、先に8器種18類に分類したが、全体として石匙がほとんどなく、石箆が多

 いことが特徴である。また石箆の中でも、刃部が両刃に比べ片刃のものがトランシェ様石

 器も含め圧倒的に多い。これらの石器については、秦昭繁が山形県早坂台遺跡の資料をも

 とに「片刃箆状石器」として考察を述べている(文献10)。それによれば縄文時代早期から

 同前期初頭の当該資料は、背面の二側辺の縁辺に調整剥離を加え、その面を打面として正

 面に剥離を施すという特殊な技法によって形作られ、背面がフラットな資料は少ない傾向

 にあるという。古屋敷遺跡出土の片刃の石箆についても同様なことがいえる。

 また石器剥片が大きく、その量が多いことも注目される。これは周辺の横川や明沢川流

 域に珪質頁岩の原産地があることが要因と思われる(文献11)。磨製石器については、磨石・

 凹石・石皿のセットはそろっているが、量的に多いとはいえない。

 2遺構について

 今回の調査によって古屋敷遺跡からは、竪穴住居跡が部分的な検出も含め6棟、落ち込

 み遺構が13基、土壙が50基、溝状遺構が3条、柱穴と思われるピットが30個検出された。

 時期的には、縄文時代早期中葉から同前期前葉までの比較的短期間に限定できる。つぎに

 出土した土器の分析をもとに、各遺構の時期について述べる。

 竪穴住居跡のうち、ST3・7・9住居跡の3棟から縄文土器が数片が出土している。

 ST3住居跡出土の土器は第2群土器。類に属するもので、時期は縄文時代早期末葉吉田

 浜貝塚上層土器併行期、関東地方では下吉井式期にあたる。

 ST7住居跡の床面からは第1群土器b類に属する土器が1点、第3群土器に属する土

 器が4点出土しているが、住居跡の時期は床面の主体となる土器をとり、縄文時代前期前

 葉大木1式に推定したい。ST9住居跡のF2および床面からは第3群土器に属する土器

 が10点出土しており、時期は同じく縄文時代前期前葉大木1式にあたる。ST8住居跡か

 らは縄文土器の出土はないが、ST7・9住居跡との重複関係から時期は同じく縄文時代

 前期前葉に属するものと推定される。ST1住居跡とST4住居跡からは縄文土器の出土

 がなく、時期は不明である。

 落ち込み遺構のうちSX80のF2から第2群土器b類に属する土器が4点出土しており

 時期は縄文時代早期後葉の後半素山貝塚上層・槻木貝塚上層土器併行期に属する。

 SX102落ち込み遺構からは、第1群土器a類を主体としながらも第2群土器a類、第3

 群土器が各1点づつ出土している。

 土壌からはすべて縄文土器の出土がなく時期は不明であるが、住居跡などの重複関係か

 らみて、SK49土壌はST7住居跡と近似した時期、SK74土壙はSX80落ち込み遺構と

 近似した時期が推定される。

 SX6落ち込み遺構はEL104石敷炉を伴うもので、付編で後述する同石敷炉内の2点の

 炭化材の放射性炭素年代測定結果からは、BP7,960±150とBP6,830±210という測定値が

 得られている。
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 6棟の竪穴住居跡の中には、いずれも火を焚いた炉跡は認められなかった。SX6落ち

 込み遺構の様子などから、炉跡は住居跡内ではなく、屋外に簡単な施設を設けたことも考

 えられる。

 古屋敷遺跡の集落全体については、発掘調査区が道路部分に限られており、また住居跡

 などの遺構数も少ないことから、遺構や集落配置まで言及できる資料はない。ただし、当

 時の集落が今回の遺構配置や地形などからみて、台地の東から南縁辺に沿って弧状に並ぶ

 可能性がありそうである。
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付 編



 古屋敷遺跡の放射性炭素年代測定結果

 株式会社パレオ・ラボ

 1.測定結果

 放射性炭素年代測定は、古屋敷遺跡から採取された2試料について行った。分析用試料

 は、いずれも炭化材を用いた。以下の表1に測定結果を示す。なお、測定は学習院大学放

 射性炭素年代測定室の木越邦彦氏にお願いした。

 年代は、14Cの半減期5570年(LIBBYの半減期)にもとづいて計算され、西暦1950年よ

 りさかのぼる年数(yrsBP)として示している。付記された年代誤差は、β線の計数値の

 標準偏差σにもとづいて算出した年数で、標準偏差(ONESIGMA)に相当する年代であ

 る。また、β線計数率と自然計数率の差が2σ以下のときは3σに相当する年代を下限の年

 代値として表示してある。

 表1古屋敷遺跡の放射性炭素年代測定結果

試料番号層準  測定試料コード番号測定値(yrsBP〉

NolEL104

(F2)

Na2ELlO4

 (F2下層)

 炭化材Gak-17784

 炭化材Gak-17785

7,960±150

(6,010B.C.)

6,830±210

(4,880B.C.)

 2.測定結果に関する若干の考察

 古屋敷遺跡では、縄文時代早期～前期の竪穴式住居跡や土坑などが発見されている。こ

 こでは、縄文時代早期から前期初頭と推定されるSX6落ち込み遺構から出土した炭化材

 (EL104出土)について放射性炭素年代測定を行った。なお、分析試料の採取地点ないし層

 準等についてはここでは割愛する。したがって、考古の章を参照されたい。

 放射性炭素年代測定結果は、7,960±150と6,830±210yrsBPと試料間で約1,000年程度

 の開きがあるが、年代値的には縄文時代早期に相当する。したがって、いずれの測定結果

 も考古編年とおおむね一致し矛盾しない結果である。(平成6年3月)
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